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【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号  25-１-148 

補助事業 名  平成２５年度 地域ふれあい交流活動 補助事業 

補助事業者名  福島県伊達市立保原小学校 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

① 子ども達が発表や体験活動の場を通じ、主体性や表現力を身につける。 

② 子ども達が積極的に地域に働きかけるようになり、学校が地域とのふれあい 

交流の場となり、地域の方々が気軽に学校へ足を運ぶようになる。 

（２）実施内容 

 ① ミュージックフェスタ 

       （http://www3.schoolweb.ne.jp/weblog/index.php?id=0710099） 

       ア  午前の部・各ブロック（低・中・高）発表・  全校合唱 

       

   

 

 

 

 

 

    

 

 

【低学年ブロックの発表（１・２年）】  【中学年ブロックの発表（３・４年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高学年ブロックの発表（５・６年）】         【全校合唱】 
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  イ 午後の部・音楽鑑賞、体験活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【琴演奏鑑賞・琴体験活動】           【梁川交響楽団の演奏鑑賞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【音楽療法士による体験活動】             【和太鼓による体験活動】 

  

 ② ビオトープづくり 

（http://www3.schoolweb.ne.jp/weblog/index.php?id=0710099） 

  ア ビオトープづくり過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【天蚕体験環境づくり１（植栽等）】  【ビオトープ環境づくり（テーブル設置等）】   
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    イ 天蚕の観察 

  

 

【天蚕の幼虫 

を観察する 

子ども達】 

 

 

【成長した天蚕の幼虫】 

 

２ 予想される事業実施効果 

（１） 子ども達が発表や体験活動の場を通じ、主体性や表現力を身につけることがで

きる。 

（２）  子ども達が、地域の大人の方をより身近な存在と感じるようになり、自分もよ 

り積極的に地域に働きかけるようになる。 

（３） 学校は子ども達だけのものではなく、地域のものであり、新校舎がたんなるハ

コモノとしてではなく、地域とのふれあい交流の場となり、地域の方々が気軽に

学校へ足を運ぶようになる。 

 

３ 本事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

   特になし 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

特になし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 福島県伊達市立保原小学校 

（フクシマケン ダテシリツ ホバラショウガッコウ） 

住   所： 〒９６０-０６２９ 

福島県伊達市保原町字弥生町15番地 

代 表 者： 校長 佐藤 義仁（サトウ ヨシヒト） 

担 当 部 署：  

担 当 者 名： 教頭 三村 隆二（ミムラ リュウジ） 

電 話 番 号： ０２４－５７５－３２８１ 

F A X： ０２４－５７５－３２８２ 

E - m a i l： school＠hobara-e.fks.ed.jp    

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www3.schoolweb.ne.jp/weblog/index.php?id=0710099 
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